
















































































































































































































(ツール） 金型製作に必要な機械，学習 工具の名称，用途，型式の 200
ポール盤
(ドリルプレス） ドリルの研磨，穿孔，リーマ通し，グ，タップ立て，潤滑，切削速度， 座グリ，ラッピン送り，安全 500
形削盤
(シェパー） バイト研磨，品物の取付，し，切削速度，送り，安全 平面と傾而削り，直角出 600
フライス盤
(ミーリングマシン） 一般の段取り，削り，傾斜削り，溝切り，割出台， 平面'１りり，堅と横のミーリング潤滑，切削速度，送り，安全 600
旋盤
(レース） 而板の使い方，切り，段取り， 真直削り，切削速度， 面削り，タップ立て，ネジ送り，潤滑，安全 1,000
研磨盤















































































































































































































































































































































































































































































醤 口 ■ ■ ／－段部品の場合:中規模企業に集中
！ 鑓護 ｂザ、 ＄ 蟻 金型の場合:広く受注分散
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ルメリットを追求するために，より生産能力の高い企業へ集中する傾向があ
る。その結果として生産能力の低い零細企業への発注は切り捨てられる。と
ころが金型生産の場合は，金型の種類によって技術やノウハウが細分化され
ているためこうしたことは起こりにくい（図４)。例えば生産能力が大きい
大手金型メーカーでも，専門領域以外となれば製作になれていないため，か
えってコストが増大してしまう。自動車ボディのプレス用金型の受注がどん
なに減少してもプレス金型メーカー最大手のオギハラはパーツ用金型の領域
には進出しないと明言しているほどである“)。このため零細金型メーカー
であっても，その技術領域で受注を確保しつづけることが可能である。また，
こうした技術的な問題だけでなく，金型の市場としてもこうした零細メーカー
は需要変動の少ない日用雑貨品の金型を主としていることや，他の金型メー
カーの金型部品を請け負うなどの形で一定の需要が存在しているといえ
る(初)。
金型産業は，新製品開発やモデルチェンジの際に，一時的に多くの発注が
生じ，繁閑の格差が大きいことも特徴である。このことからも，経営に柔軟
性のある零細企業の存在意義は大きい。
２小括
以上，日本の金型産業における社会的分業構造と金型メーカーの階層構造
をユーザーとの間の分業関係，金型メーカー間の分業関係，成形品の内容と
対応する金型技術および企業階層と多様な角度から分析した。ここで示され
る含意は以下の諸点である。
第一に，金型は成形品の性格により，必要とされる精度も加工の難易度も
様々である。また，単品受注生産という性格から，ある意味ではつくられる
金型の数だけ加工方法があるといってよい。この意味で，日本の金型産業は
金型専業メーカーという形で金型の分野，加工方法が専門化されるかたちで
存在していることは，金型という製品特性からして合理的である。こうして
専門化することにより当該分野の金型加工技術が蓄積され，高い品質の金型
が供給でき，またコスト的にも安くできる加工方法を工夫できる。
第二に，主たるユーザーである量産型機械工業の分業櫛造に対応するかた
－２０６－
社会的分業櫛造と金型メーカーの階層櫛造（田口）
ちで金型メーカーが階層構造を形成していることにより，それぞれのユーザー
のニーズを的確に把握して金型を供給できる体制となっている。これによ
り，ユーザー側としても成形品にみあったコスト，品質の金型を調達できる。
他方でユーザーが内製率を押さえ，金型専業メーカーに多くを発注するとい
うことは，逆に言えば，金型メーカー間の競争も激しくなることを意味して
いる。この競争関係によってそれぞれの技術の高度化が促進されていること
も指摘できよう(釦)。
第三に，金型メーカー間で分業関係が構築されていることにより，事例で
もみたように，金型メーカー自身も取引を多様化させることがでる。また，
この分業関係が機能することにより，需要変動もこの分業関係の中で調整さ
れる。
このように，日本の金型産業は金型専業メーカーという生産形態で重層的
分業関係を構築することにより，競争力を形成しているといえる。
ＣＤ吉田前掲書を参照。
⑫「山脈型櫛造」に関しては渡辺前掲書を参照されたい。
⑬産業集積を分析した最近の成果としては，伊丹敬之・松島茂・橘川武郎編「産業集
積の本質』有斐閣，1998年や植田浩史編「産業築積と中小企業』創風社，2000年があ
る。
伽例えば，日本の自動車メーカーが内製化している金型は，重戯で全体の70～80％を
占めるが，部品点数では20～30％にすぎない。
鯛金型メーカーとユーザーとの長期継続取引について研究したものとしては斉藤栄司
「日本の金型産業」「経営経済』第30巻，1995年および拙稿「日本における余剰産業の
技術的特質」『経営研究』第47巻，第３号，1996年を参照されたい。
㈱中規模以下メーカーでは，ユーザーと関係が緩やかであるというのは，中規模以下
メーカーの請け負う金型は製品の一部であることが多い。よって，金型メーカーから
みた場合，製品全体がどのようなものであるのかは把握できないので，その分機密性
は低くなり，ユーザーとの関係は緩やかなものとなる。
(27）中川洋一郎「日本における自動車開発型支産業(3)－アメリカ人研究者がみた日本の
プレス金型一」『経済学論纂』第33巻，第３号，1992年を参照。この論文はミシガン
大学の研究チームが来日して自動車ボディ用金型では「御三家」とよばれる金型メー
カーをはじめ，関連のメーカーをヒアリング調査した報告書をもとにして，日米の金
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型メーカーの比較研究をしている。この報告醤は，IndustrialDevclopmentDivision，
InstituteofScicnceandTechnology，ThcUnivcTsityofMichigan，乃螂7㎡lfbwC1cHnF
Mml4/bc伽ｒＢｑ/ＡＷｌｏｍｏｊ〃CEO`jieF.」Ｓｍ“尺甲orrPｸﾓＷ，℃ﾋﾞﾉﾉｂｒｆｈｅ７ｂＯﾉj堰ｍｋＦｂ”ｅ
ｑﾉﾉﾙｅ』"roADleごﾉＰｍｍｅ稻AipProgram,AlmArbo｢,1988.およびI】ldustrialDcve1opment
Division,InstituteｏｆScienceandTechnoIogy，m1eUnivcrsityofMrchjgmz,Awlomoljve
Boの７bo"'１９口"`WMtzm4/hcm'mgE0bajVe"“JJqPq〃ｊ〃MTdLj,8ＺＰ'"`JｿﾍﾞＧｄﾉｂｒ的ｅ
７boﾉi"ｇｎｚｓＡＦｂ”ｅｑ７ｊＡｅＡｒｌｍ/四Jごeノル""ｆＷＩｉｐＰｍｇ池加，AnnArbor，1988．
園西野浩介「需要環境の変化と情報化で変貌する金型産業」「型技術」第13巻，第１
号，1998年を参照。
㈱この事例の調査記録に関しては，工業集積研究会「東大阪地域中小企業調査記録集
Ｖ（金型)」（大阪市立大学経済研究所ＷＰシリーズ9909）を参照されたい。
|Ｍ１自動車用のポディプレス用金型メーカーは世界でみても日本のオギハラ，富士テク
ニカ，宮津製作所である。これらのメーカーは金型ビッグスリーと呼ばれ，輸出比率
も80～90％を占めている。そのほかにも，モーターコアなども黒田糖工，米オパーグ
社など３～４社で占められている。
G1）中川前掲論文。
0ＤＨＳ工作所の事例は，1997年８月に筆者がおこなった調査結果の一部である。
卿成形品と金型技術の関係は，主に西野浩介『日本の金型産業をよむ－「工業大国」
を支える産業インフラ』工業調査会，1998年を参照した。
剛抜き，曲げ，絞りはプレス金型による加工内容である。抜きとはせん断加工のこと
であり打ち抜き（プランキング)，穴あけ（ピアッシング)，切断（シャーリング）な
どがある。曲げは文字通り曲げるのであるが，Ｖ曲げ，Ｕ曲げ，Ｌ曲げ．Ｚ曲げ，Ｎ
曲げ，ハット曲げなどがある。絞りは素材に引っ張り力を加えながらパンチ，ダイに
沿った形に成形することを指す。
⑬金型メーカーの具体的なノウハウに関しては，前掲拙稿および拙稿「金型産業にお
けるＭＥ技術と企業競争力」『大阪市大論集』第88号，1997年で検討しているので，
そちらを参照されたい。
㈱杉本博・兼村智也「金型産業の取引榊造とその特徴」『富士タイムズ」1997年３月。
剛この点の分析については，拙稿「東大阪における取引・分業櫛造一多様な需要先を
もつ鋲螺産業と金型産業を事例に」（植田前掲聾所収）を参照されたい。
柵ユーザーとの関係，金型メーカー間の競争について，「座談会・自動車車体プレス
金型の将来」「型技術』第13巻，第１号，1998年で次のようなことがいわれていた。
「日本ではレイオフできませんので常に100％の仕事趾を維持することが至上命令にな
ります。ですから仕事簸が減少した時には日本人の心の中には，それはもう血みどろ
のあらそいをしてでも仕事を確保しなければならないという気持ちがあるのではない
でしょうか｡」「競争によって強くなるということが一つあると思いますが，もう一つ
は発注側と受注側での相互研讃が上げられます。例えばアメリカなどは型を頼んだら
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まかせっきりで，ほとんどの型メーカーに対して注文を出さないんです。ところが日
本の掛合は発注しても，納期や品質だけでなく，工程や型設計に至るまでいろんな注
文をだし，両者の間でのキャッチボールがありますね。そういう意味ではお互いに勉
強し，切瑳琢膳しつつ，レベルが向上していったことも一つの要因としてあるのでは
ないでしょうか｡」
Ⅳおわりに
本稿では，日本の金型産業の競争力形成要因を金型産業全体の生産構造の
側面に限定し，アメリカの金型産業の生産構造と比較して検討してきた。
アメリカの金型生産の場合は，内製率が高く，金型メーカーも専業メーカー
ではなく，また金型工の社会的地位が高いことによる機械設備の高度化への
遅れなどが起因して1970年代を契機に競争力が衰退していった。他方，日本
の場合は，金型専業メーカーとして，型の種類，製品セグメント，企業規模
によって細分化されおりそれぞれの分野において高度なノウハウを蓄積して
いる。また主たるユーザーである量産型機械工業の高度に発達した社会的分
業構造に対応する形で，金型メーカーも重層的な社会的分業構造を形成し，
分業関係を構築することにより，金型という製品に付随する諸問題を調整し
ている。これが，現在，日本の金型メーカーが品質，コスト，納期で優れた
競争力を発揮している生産構造による競争優位の側面である。
では，金型メーカーの階層構造中で，具体的な技術発達の違いなどの特徴
を分析する必要があるが，この点の分析に関しては今後の課題としたい。
－２０９－
